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１ 実践事項（ ② ） タイトル：「学力向上に向けての取り組み」 

 ２ 実践内容 

 （１）進学重点拠点校事業 

    県の事業として5教科の教員が研究授業等を通してスキルアップを図り、教員全体に波及を広める目的 

で実施している。各教科の担当者が創意工夫を重ね実践し、学んだことを教科内で共有している。 

 （２）「スタディ・サプリ」を活用した自学支援 

    全生徒が登録し、活用できるようにしている。動画視聴を宿題にしたり、単元テストを実施することで、 

知識の定着を図っている。 

 （３）自学室の設置 

    3年生の一般受験に向かう生徒が、受験勉強の習慣化を図るために校内に自学室を設置した。 

 （４）朝の学習 

    毎朝、ＳＨＲ前の10分間、各教科から出される課題学習に取り組んでいる。 

 （５）「家庭学習ノート」の活用 

    後援会の支援を受けて、入学者全員に「家庭学習ノート」を配布している。一冊を使い切ったら、進路 

室で新しいノートをもらうことができ、家庭学習の習慣化を図っている。 

 

 ３ 説明資料（写真、グラフ、図、表など） 

    3年生の受験生に対し、夏休みに学習の習慣化を図る目的 

   で、校内に自学室を設置した。生徒に参加希望者を募集した 

   ところ、５１名の生徒が応じ、夏休みを通して自学に励むこ 

   とができた。監督の先生を一人置き、生徒へのアドバイスや 

   マナーの注意を行い、生徒が集中して勉強できる環境を整え 

た。 

 

 ４ 成果 

   昨年までは校内に生徒が自学する場所がなく、長期休業中に 

学習習慣が途絶えるケースが多かったが、今年度自学室を設置 

することで学習の習慣化を図ることができた。参加者が予想よ 

り多く、お互いに教え合うことで、集団で受験勉強に臨む雰囲 

気を作ることができた。 

 

 ５ 課題 

   ある程度基礎学力のある生徒は多いが、自らの進路選択を行う際、目標を低く設定し実力を伸ばそうとし 

ない生徒も少なからずいる。本校は応用クラス（特進クラス）を二クラス置いているが、応用クラス以外の 

クラスにその傾向が強くある。目標を高く持ち学力を伸ばす目的で今回の自学室を設置したが、応用クラス 

以外の生徒の参加を増やすことが今後の課題である。 
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